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1 よ う こそ

このマニュアルでは、 Plumtree Publisher のインス トール方法および導入方法について説明します。 各章で説明す

る インス トールの基本手順は以下のとお り です。

1. Publisher コンポーネン ト の機能について理解する。 詳細については、 第 2 章、「 Plumtree Publisher の概要」 を参

照して く ださい。

2. インス トールの準備を行 う  ( リ リース  ノー ト の参照、 導入システムのホス ト  コンピュータの準備、 互換性のあ

る必須ソ フ ト ウ ェアの設定など )。 詳細については、 第 3 章、「 インスト ールの準備手順」 を参照して く ださい。

3. Publisher のホス ト  コンピュータ、 およびポータルの Image Service のホス ト  コンピュータにプラムツ リー ソ
フ ト ウ ェアをインス トールする。 詳細については、 第 4 章、「 Publisher のインスト ール」 を参照して く ださい。

4. インス トール後に必要な手順を実行する  (Publisher の導入の確認およびプラムツ リー ポータルへの Publisher 
の登録など )。 詳細については、 第 5 章、「 インスト ール後の手順」 を参照して く ださい。

既存のコンテンツ  サーバーを  Plumtree Publisher にアップグレードする場合は、第 6 章、「 コンテンツ  サーバーから  
Publisher へのアッ プグレード 」 から作業を始めて ください。

この章の残 り の部分では、 本書で使用されている記述方法および他に参照でき るプラムツ リーの資料および リ ソー

スについて説明します。

記述方法

このマニュアルでは、 下記の記述方法を使用します。

表 1-1 : 記述方法

項目 記述方法 例

• フ ァ イル名

• フォルダ名

• 画面要素

太字 • Procedures.doc をポータルにアップロード し ます。

• General フォルダを開きます。

• 変更内容を保存するには、 [ 変更を適用 ] を ク リ ッ ク し

ます。

• 入力するテキス
ト

コンピュー
タ  フォン ト

• コ ミ ュニテ ィの名前に Marketing と入力します。

• プラムツ リー オ
ブジェ ク ト名の
例

斜め体 • 図 5 のナレ ッジ  ディ レ ク ト リ の例は、 Human 
Resources フォルダです。

入力する変数 コンピュー
タ フォン

ト、斜め体

ポー ト レ ッ ト  サーバーのベース  URL を入力して く ださい。

例 : http://my_computer/
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よ う こそ  -  このマニュ アルで使用 し ているア イ コ ンについて
このマニュアルで使用 し ているアイ コ ンについて

このマニュアルでは、 下記のアイ コンを使用します。

注意 : 「 注意」 アイコ ンは、 段落の内容に関連するヒ ント 、 ベスト  プラクティ ス、 または追加情報を示し

ます。

! 重要 : 「 重要」 アイコ ンは、 段落の内容に関連する重要な情報 ( 警告を含む ) を示し ます。

プ ラムツ リ ーの資料

この節では、 プラムツ リーが提供している資料および リ ソースについて説明します。

表 1-2 : プラムツリーの資料およびリソース ( ２  の １  シート )

リ ソ ース名 説明

導入ガイ ド ポータルをイ ンス トールまたは設定する前に、 『Plumtree Application Suite 
G6 導入ガイ ド』 を参照し、 ポータル コンポーネン ト のインス トールのために

行 う必要のあるホス ト  コンピュータの準備、 ポータルによ る通信のためのセ

キュ リ テ ィ  モード、 管理権限の委任、 およびポータルから利用でき る よ う に

する ド キュ メ ン ト のソース と タ イプ等、 ポータル システムに関する明確なプ

ランを立てて く ださい。

管理者用ガイ ド ポータル管理者およびコンテンツ  マネージャーを対象と したマニュアルです。

Plumtree Publisher と そのコンポーネン ト の設定方法および管理方法が記載さ

れています。

Plumtree Product Center から電子形式 (PDF) で入手でき ます。

リ リース  ノー ト ポータル管理者用のフ ァ イルです。 その リ リースに含まれている新しい機能や

既知の問題に関する情報が含まれています。

Plumtree Product Center から電子形式 (HTML) で入手でき ます。

開発者用ガイ ド、

ク イ ッ ク  ス ター ト  
ガイ ド、 API 関連

資料、 およびサン
プル コー ド

開発者用の資料です。 これらには、 エンタープラ イズ  ウ ェブのユーザー イン

タフェースおよび機能のカス タマイズ方法の説明が記載されています。

Plumtree Support Center または Developer Center から入手可能なプロダク ト  イン

ス トール パッ ケージに含まれています。

オン ラ イン  ヘルプ オンラ イ ン  ヘルプは、 ポータルのすべてのレベルのユーザーが利用できます。

Plumtree Publisher のユーザー インタ フェースの説明および Publisher で作業

を行 う ための詳細手順が記載されています。

オンラ イ ン  ヘルプにアクセスするには、 すべての Publisher ページまたはダ

イアログ  ボッ ク スの右上の端にある  [ ヘルプ ] を ク リ ッ ク して く ださい。
Plumtree Publ isher  イ ンス ト ールおよびア ッ プグレー ド  ガイ ド1-2



よ う こそ  -  プ ラムツ リ ーの資料
Plumtree Support 
Center

Plumtree Support Center は、 プラムツ リー製品に関する技術情報の総合的な

リ ポジ ト リ です。 Support Center では、 製品およびド キュ メ ン トへのア クセ

ス、 ナレ ッ ジベースの記事の検索、 最新のニュースや情報の参照、 サポー ト  
コ ミ ュニテ ィへの参加、 ト レーニングの受講、 プラムツ リー関連のニーズに適

合するツールの入手を行 う こ とができます。 Support Center には次のコ ミ ュニ

テ ィが含まれています。 
Technical Support Center
サポー ト問題や機能要求の提出および追跡、 ナレ ッ ジ  ベースの検索、 サービ

ス  パッ クおよびホ ッ ト  フ ィ ッ ク スのダウンロード等を行 う こ とができ ます。

Deployment Center
プラムツ リー アプ リ ケーシ ョ ン  ス イー ト の導入の展開、 促進、 および管理の

ためのツールの検索を行 う こ とができます。 同僚との戦略的なビジネスおよび
技術目標への取 り組み、 アプ リ ケーシ ョ ンのベス ト プラ クテ ィ スの習得、 ポー

タルの起動例のダウンロード、 投資回収率の算出を行 う こ とができます。

Product Center
プロダ ク ト のダウンロー ド、 リ リース  ノー ト の参照、 最新のプロダク ト資料

へのア クセスが可能です。

Developer Center
開発者用のツールや資料をダウンロード した り 、 開発プロジェ ク ト に対してサ
ポー ト を得た り 、 デ ィ スカ ッ シ ョ ン  フォーラムを通じて他の開発者と連絡を

取る こ とができます。

Education Center
ト レーニング  コースに関する情報の入手、 ト レーニング  ク レジ ッ ト の購入、

受講するための登録を行 う こ とができ ます。

次のサイ ト にログイ ンしても  Support Center が表示されない場合は、 アクセ

ス権を得るために support@plumtree.com にお問い合わせ く ださい。

http://portal.plumtree.com

技術サポー ト 上記の リ ソースを使用しても問題を解決できない場合は、 プラムツ リー技術サ
ポー ト にお問い合わせ く ださい。 弊社のス タ ッ フが、 24 時間 365 日体制でお

客様の技術サポー ト  ニーズに対応致し ます。 
電子 メール : 　 support@plumtree.com
電話番号 :  
米国およびカナダ  +1 415.263.1696 または +1 866.262.PLUM (7586)
アジア  パシフ ィ ッ ク  +61 2.9931.7822
ヨーロ ッパおよび英国 +44 (0)1628 589124
フ ランス  +33 1.46.91.86.79
シンガポール +65 6832.7747

表 1-2 : プラムツリーの資料およびリソース ( ２  の ２  シート )

リ ソ ース名 説明
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2 Plumtree Publisher の概要

ポータル ユーザーは、 Plumtree Publisher を使用して、 ポータル ページだけでな く、 イン ト ラネッ ト 、 エク ス ト ラ

ネッ ト 、 およびウ ェブ リ ポジ ト リ にも コンテンツを提出できます。 Plumtree Publisher コンポーネン ト は、 ポータ

ルのユーザー管理、 ド キュ メ ン ト管理、 および検索コンポーネン ト と統合されてお り、 コンテンツを包括的に一元

管理する こ とが可能です。 

Plumtree Publisher には、 以下のコンポーネン ト が含まれています。

コ ンポーネント オブジェ ク ト

Publisher Publisher は、 ウ ェブ発行を可能にする  Java アプ リ ケーシ ョ ンです。 

Publisher データベース このデータベースには、 Publisher 内のコンテンツの メ タデータが格納

されます。

ワーク フ ロー ワーク フ ローによ り 、 コンテンツのワーク フ ロー機能および発行機能を

管理する こ とが可能です。 ポータルのブランデ ィ ングのみを目的に 
Publisher のラ イセンスを保持し  Publisher を インス トールする場合、

ワーク フ ローは必要ないため、 無効にする こ とができます。 ワーク フ

ローを無効にする方法については、 ナレ ッジベース記事番号 
DA_222501 「Enabling and Disabling Workflow Server」 を参照して く

ださい。

ド キュ メ ン ト  リ ポジ ト リ  
サービス

ド キュ メ ン ト  リ ポジ ト リ  サービスは、 大きいフ ァ イルにも対応可能な

中央格納領域を提供し ます。 このサービスは、 Plumtree Collaboration 
から も使用し ます。

発行ターゲッ ト 発行済みコンテンツを格納する よ う にウ ェブ サーバーを設定し ます。

検索ラ イブラ リ Publisher はプラムツ リー検索によって、 発行されたコンテンツをイ ン

デッ ク ス し ます。

Image Service Image Service は、 イ メージ、 JavaScript、 CSS などの静的コンテンツを

配信し、 プラムツ リー システムから使用でき る よ う にし ます。

Publisher ウ ェブ サービス Publisher には以下の標準ウ ェブ サービスが含まれます。

• Publisher 管理

• ワーク フロー内のコンテンツ  アイテム

• Publisher コンテンツ  サービス

• Publisher ゲー ト ウ ェ イ

• Publisher KD

• コンテンツの提出

• 最近使われたコンテンツ

• 発行済みコンテンツ  ウェブ サービス

• 作業 リ ス ト
Plumtree Publ isher  イ ンス ト ールおよびア ッ プグレー ド  ガイ ド 2-1



Plumtree Publ isher  の概要  -  
! 重要 : ポータ ルの導入では、 ブランディ ング  エンジン機能は、 Plumtree Publisher のブランディ ング機能

に置き換わり ます。 このガイド の手順に従って、 ポータ ルの導入システムに適合する  Publisher のブラン

ディ ング機能をインスト ールし てく ださ い。 ラ イセンス条件については、 プラムツリ ーの営業担当者にお

問い合わせく ださ い。

Publisher では次の言語がサポー ト されています。

• 中国語 ( 簡体字 )

• 中国語 ( 繁体字 )

• オランダ語

• 英語

• フランス語

• ド イツ語

• イ タ リ ア語

• 日本語

• 韓国語

• ポル ト ガル語

• スペイン語
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3 インス トールの準備手順

プラムツ リーのインス トーラを実行する前に、 以下に示す手順に従い、 Plumtree Publisher の導入用にネッ ト ワー

ク と ホス ト  コンピュータを準備します。

1. 導入の進め方に影響をもたらす可能性のある互換性の問題、 既知の問題、 および回避策に関する情報について

は、 製品の リ リース  ノー ト を参照して く ださい。 リ リース  ノー ト は、 製品パッ ケージの ト ップレベル デ ィ レ

ク ト リ にあ り ます。

2. 導入の要件を満たすホス ト  コンピュータおよびソ フ ト ウ ェアを用意します。 詳細については、 「ハード ウ ェア

およびソ フ ト ウ ェアの要件」 を参照して ください。

3. 付録 A、 「導入設定ワークシー ト 」 にある導入コンポーネン ト の設定用ワークシー ト に情報を記入します。

4. 導入コンポーネン トへの管理アクセスがある こ と を確認します。 詳細については、 3-2 ページの 「必要な管理

ユーザー権限」 を参照して ください。

5. Publisher およびワーク フローに関連付けるデータベースおよびユーザーを作成します。 詳細については、 3-2 
ページの 「Publisher 用のデータベースおよびデータベース  ユーザーの作成」 を参照して く ださい。

ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの要件

Plumtree Publisher に必要なハード ウ ェア、 オペレーテ ィ ング  システムおよびソフ ト ウ ェアの条件を以下の表にま

とめます。

! 重要 : IPv6 はサポート さ れていません。 この製品をインスト ールする前に、 IPv6 が無効になっているこ と

を確認し てく ださ い。

コ ンポーネント 要件

Publisher ホス ト  コンピュータ ハード ウ ェア

• デュアル 1.8GHz 以上、 L2 キャ ッシュ  2MB

• メ モ リ  1GB
• ディ ス ク容量 40GB
オペレーテ ィ ング  システム

• Windows 2003 Server SP1

• x86 搭載の Red Hat Enterprise Linux 3 Update 3 (ES および 
AS)

• x86 搭載の SUSE Linux 9

• POWER3、 POWER4、 POWER5 搭載の AIX 5.3

• SPARC 搭載の Solaris 8 および 9
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必要な管理ユーザー権限

Plumtree Publisher をインス トールするには、 ローカル管理者と してホス ト  コンピュータにログインする必要があ

り ます。

Publisher の導入のために、 データベース  サーバーおよびポータル データベースを設定するには、 データベース管

理者と してデータベース  サーバーにログインする必要があ り ます。

プラムツ リー データベース内にオブジェ ク ト を作成するためには、 以下のユーザーと してログインでき る必要があ

り ます。

• プラムツ リー ポータル データベース  ユーザー。 ポータル データベース  ユーザーに関する詳細について

は、 『PLUMTREE FOUNDATION インス トールおよびアップグレードガイ ド』 を参照して く ださい。

• Publisher データベース  ユーザー。 3-2 ページの 「Publisher 用のデータベースおよびデータベース  ユー

ザーの作成」 を参照して く ださい。

• ワーク フロー データベース  ユーザー。 3-2 ページの 「Publisher 用のデータベースおよびデータベース  
ユーザーの作成」 を参照して ください。

Publisher 用のデータ ベースおよびデータ ベース  ユーザーの作成

この節の以下の ト ピ ッ クでは、 Publisher およびワーク フローに必要なデータベース  オブジェ ク ト の作成方法につ

いて説明します。

• 3-3 ページの 「SQL Server 上でのデータベースおよびデータベース  ユーザーの作成」

• 3-4 ページの 「Oracle 上でのテーブルスペースおよびデータベース  ユーザーの作成」

データベース  サーバー ホス ト  
コンピュータ

ソ フ ト ウ ェア

• Microsoft SQL Server 2000 SP3a (Publisher を  Windows に
インス トールする場合のみ )

• Oracle 9i ( デフォル ト ) または Oracle RAC 設定

• Oracle 10g ( デフォル ト ) または Oracle RAC 設定

ブラ ウザ要件 • 管理ユーザー : Internet Explorer 5.5 または 6.0

• 寄稿を行 う ユーザー : Firefox 1.0、 Netscape 7.2

• 閲覧を行 う ユーザー : Internet Explorer 5.0、 Netscape 4.71、
Safari 1.2

対応ポータル バージ ョ ン この リ リースの Plumtree Publisher は、 Plumtree Foundation 6.0 
との互換性があ り ます。 サポー ト されているバージ ョ ンの最新の
リ ス ト については、 Support Center の Interoperability ページを参

照して く ださい。

コ ンポーネント 要件
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SQL Server 上でのデータベースおよびデータベース  ユーザーの作成

Publisher データベース  ユーザーおよびデータベースを作成するには、 次の手順に従います。

1. 以下のプロパテ ィ設定で Publisher データベースを作成します。

• 大文字と小文字が区別されないよ う にデータベース  サーバーを設定します。

• 付録 A、 「導入設定ワークシー ト 」 のワークシー ト に記入した名前を使用してデータベースを作成します。

• データベースの初期サイズを設定します。 比較的小さなインス トール システムの場合は、 少な く と も  
100MB のデータベースを設定して ください。 20,000 人のユーザーを有する大規模なエンタープラ イズの

場合は、 1GB 程度のデータベースを設定して ください。

2. Publisher データベース  ユーザーを作成します。

a. [ ス ター ト  | プログラム  | Microsoft SQL Server | Enterprise Manager] を選択して Enterprise Manager 
を起動します。 

b. ナビゲーシ ョ ン枠でオブジェ ク ト を展開し、 [ セキュ リ テ ィ ] フォルダのサブフォルダを表示します。

c. [ ログイン ] アイ コンを右ク リ ッ ク し、 [ 新規ログイン ] を ク リ ッ ク し ます。

d. [SQL Server ログインのプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ ク スで、 付録 A、 「導入設定ワークシー ト 」 のワー

クシー ト に記入した、 コンテンツ  サーバーのデータベース  ユーザーのユーザー名を入力します。

e. [ 認証 ] エ リ アで、 [SQL Server 認証 ] を選択して、 対応するパスワード を入力します。 

f. [ 全般 ] タブの [ 規定値 ] で、 Publisher データベースを選択します。

g. [ データベース  アクセス ] タブを ク リ ッ ク し ます。 

h. [ このログインがアクセスでき るデータベースを指定します ] で、 Publisher データベースを選択します。

i. [ データベース  ロール ( データベース名 )] ボッ ク スで、 [public] および [db_owner] を選択します。

j. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

k. パスワード を確認して、 プロセスを完了します。

l. ナビゲーシ ョ ン枠で、 オブジェ ク ト を展開して  Publisher データベースを表示し、 Publisher データベース

を右ク リ ッ ク して [ プロパティ ] を選択します。

m. [ 権限 ] タブを ク リ ッ ク し、 Publisher データベース  ユーザーにすべての権限を付与します。

ワーク フロー データベース  ユーザーおよびデータベースを作成するには、 次の手順に従います。

1. 以下のプロパテ ィ設定でワーク フロー データベースを作成します。

• 大文字と小文字が区別されないよ う にデータベース  サーバーを設定します。

• 付録 A、 「導入設定ワークシー ト 」 のワークシー ト に記入した名前を使用してデータベースを作成します。

• データベースの初期サイズを設定します。 比較的小さなインス トール システムの場合は、 少な く と も  
100MB のデータベースを設定して ください。 20,000 人のユーザーを有する大規模なエンタープラ イズの

場合は、 1GB 程度のデータベースを設定して ください。

2. ワーク フロー データベース  ユーザーを作成します。

a. [ ス ター ト  | プログラム  | Microsoft SQL Server | Enterprise Manager] を選択して Enterprise Manager 
を起動します。 

b. ナビゲーシ ョ ン枠でオブジェ ク ト を展開し、 [ セキュ リ テ ィ ] フォルダのサブフォルダを表示します。

c. [ ログイン ] アイ コンを右ク リ ッ ク し、 [ 新規ログイン ] を ク リ ッ ク し ます。

d. [SQL Server ログインのプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ ク スで、 付録 A、 「導入設定ワークシー ト 」 のワー

クシー ト に記入した、 ワーク フロー サーバーのデータベース  ユーザーのユーザー名を入力します。
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e. [ 認証 ] エ リ アで、 [SQL Server 認証 ] を選択して、 対応するパスワード を入力します。 

f. [ 全般 ] タブの [ 規定値 ] で、 ワーク フロー データベースを選択します。

g. [ データベース  アクセス ] タブを ク リ ッ ク し ます。 

h. [ このログインがアクセスでき るデータベースを指定します ] で、 ワーク フロー データベースを選択しま

す。

i. [ データベース  ロール ( データベース名 )] ボッ ク スで、 [public] および [db_owner] を選択します。

j. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

k. パスワード を確認して、 プロセスを完了します。

l. ナビゲーシ ョ ン枠で、 オブジェ ク ト を展開してワーク フロー データベースを表示し、 ワーク フロー データ

ベースを右ク リ ッ ク して [ プロパティ ] を選択します。

m. [ 権限 ] タブを ク リ ッ ク し、 ワーク フロー データベース  ユーザーにすべての権限を付与します。

Oracle 上でのテーブルスペースおよびデータベース  ユーザーの作成

Publisher データベース  ユーザーおよびワーク フロー データベース  ユーザーを作成するには、 次の手順に従いま

す。

1. Foundation データベース  サーバーのホス ト  コンピュータで、 Oracle Enterprise Manager Console を開きま

す。

2. ポータル データベースのインス タンスにログインし、 Publisher 用の新しいテーブルスペースを作成します。

3. 新し く作成された  Publisher のテーブルスペースの格納容量を拡大します。

a. Publisher のデータ  フ ァ イルを選択します。

b. [Storage] タブを ク リ ッ ク し ます。

c. [Automatically extend data file] を ク リ ッ ク し ます。

4. [Security] で、 付録 A、 「導入設定ワークシー ト 」 のワークシー ト に記入した Publisher データベース  ユーザー

のユーザー名を持つ新しいユーザーを作成します。

5. そのユーザーに、 新し く作成された Publisher のテーブルスペースに対するデフォル ト の所有権を設定します。

6. ユーザーに Resource の役割を追加します。

7. ワーク フロー用の新しいテーブルスペースを作成します。

8. 新し く作成されたワーク フローのテーブルスペースの格納容量を拡大します。

a. ワーク フローのデータ  フ ァ イルを選択します。

b. [Storage] タブを ク リ ッ ク し ます。

c. [Automatically extend data file] を ク リ ッ ク し ます。

9. [Security] で、 付録 A、 「導入設定ワークシー ト 」 のワークシー ト に記入したワーク フロー データベース  ユー

ザーのユーザー名を持つ新しいユーザーを作成します。

10. そのユーザーに、 新し く作成されたワーク フローのテーブルスペースに対するデフォル ト の所有権を設定しま

す。

11. ユーザーに Resource の役割を追加します。
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4 Publisher のインス トール

この章では、 Plumtree Publisher ソ フ ト ウ ェアのインス トール方法について説明します。 Publisher をア ップグレー

ドする場合は、 第 6 章、 「コンテンツ  サーバーから  Publisher へのアップグレード」 を参照して ください。

注意 : 以下に述べる手順は、 Publisher を  Windows、 UNIX および Linux にインスト ールする場合のもの

です。 インスト ール手順がオペレーショ ン  システムによって異なる場合は、 随時付記し ます。

Plumtree Publisher ソ フ ト ウ ェアをインス トールするには、 次の手順に従います。

1. インス トールの準備手順が済んでいる こ と を確認します。 第 3 章、 「インス トールの準備手順」 を参照して く

ださい。

2. 別のコンピュータに Image Service がインス トールされている場合、 そのコンピュータでも インス トーラを実

行する必要があ り ます。 インス トール ウ ィザードで、 インス トールする コンポーネン ト の選択を求められた場

合は [Custom] を選択します。 Publisher コンポーネン ト を  Publisher のホス ト  コンピュータにインス トールし

ます。 また、 Image Service をホス トする コンピュータでインス トーラを実行する場合は、 Image Service コン

ポーネン ト を インス トールします。

3. Publisher を導入するホス ト  コンピュータに、 ローカル管理者と してログインし ます。

4. インス トーラの起動に使用するディ レ ク ト リ に、 インス トーラ  フ ァ イル (Windows の場合は 
PlumtreePublisher_v6-2.exe、 UNIX および Linux の場合は PlumtreePublisher_v6-2) をコピーします。 

5. 不要なアプ リ ケーシ ョ ンやウ ィ ン ド ウをすべて閉じます。

6. 以下のフ ァ イルをダブルク リ ッ ク して、 インス トール ウ ィザード を起動します。

PlumtreePublisher_v6-2.exe / PlumtreePublisher_v6-2 フ ァ イル

7. 付録 A、 「導入設定ワークシー ト 」 の設定ワークシー ト に記入した設定に従って、 以下の表に示すインス トー

ル ウ ィザードのページに情報を入力します。

ウィ ザード のページ 説明

[License Agreement] ラ イセンス契約を確認し、 承諾する必要があ り ます。 

[Choose Components] [Publisher] または [Image Service] フ ァ イルを選択し ます。 ワーク フ ロー

および Publisher の検索ラ イブラ リ は、 Publisher と共に自動的にインス

トールされます。 カス タム  イ ンス トールを選択する と、 Publisher と  
Image Service フ ァ イルを別々にインス トールできます。

[Configuration] 完全設定、 または発行済みコンテンツ設定を選択し ます。 発行済みコンテ
ンツ設定を選択した場合は、 発行済みコンテンツへの リ ダイ レ ク ト に関す
る  Publisher イ ンス トールのみを実行でき ます。

[Installation Folder] Publisher のインス トール先と してデフォル ト のインス トール フォルダを

選択するか、 または別のフォルダを指定し ます。

[Application Host and 
Port]

Publisher のウ ェブ コンポーネン ト が要求を処理するのに使用する完全修

飾ド メ イン名およびポー ト番号を入力し ます。 コンポーネン ト が http を使

用するか https を使用するかについても指定し ます。

ホス ト の例 : contentserver.mycompany.com
デフォル ト  ポー ト  : 7087
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[Publisher Database] Publisher が使用するデータベース と して、 SQL Server または Oracle を選

択し ます。
注意 : Windows の場合のみ選択可能です。 UNIX および Linux の場合は、

Oracle しか選択でき ません。

[Publisher Connection 
Information]

データベース接続情報を入力し ます。 
SQL Server のデフォル ト  ポー ト  : 1433
Oracle のデフォル ト  ポー ト  : 1521

[Workflow Database] ワーク フ ローが使用するデータベース と して、 SQL Server または Oracle 
を選択し ます。

注意 : Windows の場合のみ選択可能です。 UNIX および Linux の場合は、

Oracle しか選択でき ません。

[Workflow Database 
Connection 
Information]

データベース接続情報を入力し ます。

SQL Server のデフォル ト  ポー ト  : 1433
Oracle のデフォル ト  ポー ト  : 1521

[Portal Server 
Database]

Publisher が使用するデータベース と して、 SQL Server または Oracle を選

択し ます。

注意 : Windows の場合のみ選択可能です。

[Portal Server 
Database Connection 
Information]

データベース接続情報を入力し ます。

SQL Server のデフォル ト  ポー ト  : 1433
Oracle のデフォル ト  ポー ト  : 1521

[Image Service] Image Service の情報を入力し ます。 デフォル ト の場所は次のとお り です。

Windows の場合 : C:\Program files\Plumtree\ptimages
UNIX または Linux の場合 : /opt/plumtree/ptimages

[Published Content] 発行済みコンテンツに、 デフォル ト の設定を使用するかカス タム設定を使
用するかを選択し ます。 フォルダの場所と  URL はデフォル ト の場所が表

示されています。 Publisher は、 発行済みコンテンツ  URL を使用して発行

済みコンテンツにア クセス し ます。 Publisher が発行したコンテンツは、 発

行済みコンテンツ  フォルダに格納されます。

発行済みコンテンツ  URL : http://<computer_name>:<port>/
publishedcontent
発行済みコンテンツ  フォルダ (Windows) : 
<install_root>\ptcs\publishedcontent
発行済みコンテンツ  フォルダ (UNIX および Linux) : /opt/plumtree/ptcs/
publishedcontent

[Custom Published 
Content 
Configuration]

前のページでデフォル ト設定を選択した場合、 このページは表示されませ
ん。 カス タム設定を選択した場合は、 このページで発行済みコンテンツ  
URL および発行済みコンテンツ  フォルダの場所を指定し ます。

[Document Repository 
Service Host and Port 
Number]

ポータル ド キュ メ ン ト  リ ポジ ト リ  サービスの完全修飾ド メ イン名および

ポー ト番号を入力し ます。

ホス ト の例 : doc-repository.mycompany.com
デフォル ト  ポー ト  : 8020

ウィ ザード のページ 説明
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8. [Install] を ク リ ッ ク して、 インス トールを開始します。

9. インス トーラを終了するには、 [Done] を ク リ ッ ク し ます。

10. Windows の場合は、 コンピュータを再起動します。 再起動しないと、 PATH の環境変数が反映されないこ とが

あ り ます。 UNIX および Linux の場合は再起動の必要はあ り ません。

[Search Service Host 
and Port Number]

検索サービスの完全修飾ド メ イ ン名およびポー ト番号を入力し ます。

ホス ト の例 : searchhost.mycompany.com
デフォル ト  ポー ト  : 15244

[SMTP Mail Server 
Information]

Publisher のイベン ト の SMTP 通知を有効にするには、 SMTP サーバー情

報およびア ド レス情報を入力し ます。 ワーク フロー作業の割 り当てのため

の電子メール通知に使用する  SMTP サーバーのホス ト名、 および管理者の

電子 メール ア ド レスを入力し ます。

例 : mail.mycorp.com、 portaladmin@mycorp.com

[Authentication 
Information]

ポータル サーバーが Publisher に接続する際に使用する認証 ID およびパ

ス ワード を指定し ます。

デフォル ト の認証 ID : authenticationid
注意 : デフォル ト の ID を別の ID に変更する こ と も可能です。

[Default Language] Publisher アイテムを検索する際に使用する言語を選択し ます。

ウィ ザード のページ 説明
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5 インス トール後の手順

プラムツ リーのインス トーラを実行した後、 次の手順を行います。

! 重要 : 下記の手順 2 で  publisher.pte フ ァ イルをインポート するまでは、Publisher アプリ ケーショ ンを起

動し ないでく ださ い。

1. ワーク フロー データベース  スキーマをワーク フロー データベースにインポー ト し ます。 詳細については、 5-1 
ページの 「ワーク フロー データベース  スキーマのインポー ト 」 を参照して ください。

2. Publisher オブジェ ク ト をポータルに登録します。 詳細については、 5-2 ページの 「Publisher 移行パッ ケージ

のインポー ト 」 を参照して ください。

3. Publisher およびワーク フローを起動します。 詳細については、 5-3 ページの 「Plumtree Publisher およびワー

ク フローの起動」 を参照して ください。

4. 診断ツールを実行し、 Publisher のコンポーネン ト とポータルの間で接続が確立されている こ と を確認します。

詳細については、 5-4 ページの 「Publisher のインス トールの確認」 を参照して ください。

5. published_content_portlets.pte フ ァ イルをインポー ト し ます。 このフ ァ イルは、 ポー ト レ ッ ト を作成するた

めに使用でき るテンプレー ト を提供します。 詳細については、 5-4 ページの 「発行済みコンテンツ  ポー ト レ ッ

ト の移行パッ ケージのインポー ト 」 を参照して ください。

ワーク フ ロー データ ベース  スキーマのイ ンポー ト

Publisher ソ フ ト ウ ェアのインス トール後、 以下のいずれかの手順に従ってワーク フローのスキーマを作成します。

• 5-1 ページの 「SQL Server でのワーク フロー データベース  スキーマの作成」

• 5-2 ページの 「Oracle でのワーク フロー データベース  スキーマの作成」 

Publisher データベースに関しては、 インス トール後の設定は特に必要あ り ません。

SQL Server でのワーク フ ロー データ ベース  スキーマの作成

ワーク フロー スキーマを作成するには、 次の手順に従います。

1. Publisher のホス ト  コンピュータの C:\Program 
Files\plumtree\ptworkflow\6.2\sql\mssql\create_schema.sql フ ァ イルをワーク フロー データベースのホス ト  
コンピュータにコピーします。

2. ワーク フロー データベースのホス ト  コンピュータで、 SQL Server Enterprise Manager を開き、 ワーク フロー 
データベース  ユーザーと してワーク フロー データベースにログインし ます。 ワーク フロー データベースおよ

びデータベース  ユーザーについては、 3-3 ページの 「SQL Server 上でのデータベースおよびデータベース  
ユーザーの作成」 を参照して ください。 

3. create_schema.sql ス ク リ プ ト を開き、 実行します。

4. ス ク リ プ ト の実行後、 ワーク フローのテーブルスペースを開き、 スキーマのテーブルが正し く作成されている

こ と を確認して く ださい。
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Oracle でのワーク フ ロー データベース  スキーマの作成

ワーク フロー用に Oracle データベースを設定するには、 次に説明する よ う に、 データベース  スキーマを作成し、

カーソルの最大数を増やして ください。

ワーク フロー サーバー スキーマを作成するには、 次の手順に従います。

1. Publisher のホス ト  コンピュータのス ク リ プ ト  フ ァ イルを、 ポータル データベースのホス ト  コンピュータに

コピーします。

2. ワーク フロー データベースのホス ト  コンピュータで、 Oracle Enterprise Manager Console を開きます。

3. ディ レ ク ト リ を、 ワーク フロー スキーマ ス ク リ プ ト の格納場所 
(<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle9.2 または <install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle10) に変更し

ます。

4. SQLPlus を起動します。

5. ワーク フロー データベース  ユーザーと してワーク フロー データベースのインス タンスにログインし ます。

ワーク フロー データベース  ユーザーについては、 3-4 ページの 「Oracle 上でのテーブルスペースおよびデー

タベース  ユーザーの作成」 を参照して く ださい。

6. @create_schema.sql と入力して create_schema ス ク リ プ ト を実行します。

7. ス ク リ プ ト の実行後、 ワーク フローのテーブルスペースを開き、 スキーマのテーブルが正し く作成されている

こ と を確認して く ださい。

カーソルの最大数を増やすには、 次の手順に従います。

1. データベースの管理者と して、 Oracle Enterprise Manager Console にログインし ます。

2. ワーク フローのインス タンスを選択します。

3. [Configuration] を ク リ ッ ク し ます。

4. [All Initialization Parameters] ボタンを ク リ ッ ク し ます。

5. オープン  カーソルを見つけて、 値を  300 から  10,000 に変更します。

Publisher 移行パ ッ ケージのイ ンポー ト

publisher.pte フ ァ イルをインポー トする と、 ウ ェブ サービス、 コンテンツ  ソース、 ビル ト イン  ポー ト レ ッ ト な

ど、 Publisher で使用するポータル オブジェ ク ト が作成されます。 

publisher.pte フ ァ イルを移行するには、 次の手順に従います。

1. 管理者ポータルにログインし ます。

2. [ ユーテ ィ リ テ ィ の選択 ] ド ロ ップダウン  メ ニューから  [ 移行 - インポー ト ] を選択します。

3. [ 参照 ] を ク リ ッ ク し、 <install root>\ptcs\6.2\serverpackages\ にある  publisher.pte を探します。 [ 開 く ] を
ク リ ッ ク し ます。

4. [Load Package] を ク リ ッ ク し ます。

5. [Overwrite Remote Servers] の横にあるチェ ッ ク  ボッ ク スをオンにします。

6. [ 終了 ] を ク リ ッ ク し ます。
Plumtree Publ isher  イ ンス ト ールおよびア ッ プグレー ド  ガイ ド5-2
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Plumtree Publisher およびワーク フ ローの起動

Publisher サービスを起動する前に、 Search Service およびド キュ メ ン ト  リ ポジ ト リ  サービスが実行中である こ と

を確認して ください。

Windows の場合 

サービス  コン ト ロール マネージャから、 NT サービスである  Plumtree Publisher サービスを起動します。

または、 コマン ド ラ インから次のコマン ド を実行します。
$ <install base>\ptcs\6.2\bin\service.bat start

UNIX および Linux の場合

コマン ド ラ インから次のコマン ド を実行します。
$ <install base>/ptcs/6.2/bin/service.sh start

デバッグや ト ラブルシューテ ィ ングを行 う際は、 Publisher サービスをバッ クグラ ウン ドではな く コン ソール プロ

グラム と して実行します。 これによ り 、 起動メ ッセージ  ( および、 エラーがある場合はエラー メ ッセージ ) がコン

ソールに直接表示されます。

Windows の場合 

コマン ド ラ インから次のコマン ド を実行します。
$ <install base>\ptcs\6.2\bin\service.bat console

UNIX および Linux の場合

コマン ド ラ インから次のコマン ド を実行します。
$ <install base>/ptcs/6.2/bin/service.sh console

Windows、 UNIX および Linux のいずれの場合も、 コンソール画面で 〔Ctrl〕 + 〔C〕 を押すと、 コン ソール モー

ド を終了できます。 

Publisher サービスを停止するには、 次の手順に従います。

Windows の場合 

サービス  コン ト ロール マネージャから  Plumtree Publisher サービスを停止します。 

コマン ド ラ インから次のコマン ド を実行します。
$ <install base>\ptcs\6.2\bin\service.bat stop

UNIX および Linux の場合 

コマン ド ラ インから次のコマン ド を実行します。
$ <install base>/ptcs/6.2/bin/service.sh stop
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Publisher のイ ンス ト ールの確認

Publisher の動作を確認するには、 インス トールした  Publisher に含まれている診断ユーテ ィ リ テ ィ を実行します。

ブラ ウザで、 Publisher の診断ページにアクセス し ます。

http://<host>:<port>/ptcs/console/index.jsp
例 : 
http://dev01.plumtree.com:7087/ptcs/console/index.jsp

その際、 前の手順で作成した認証 ID とパス ワード を使用して ください。 エラーが発生しなければ、 設定は正常で

あ り、 検索やド キュ メ ン ト  リ ポジ ト リ などのサポー ト  サービス もすべて正常に動作している とい う こ とにな り ま

す。

また、 ワーク フローの診断ページにもアクセスできます。
http://<host>:<port>/wfconsole/
例 : 
http://dev01.plumtree.com:7087/wfconsole

エラー メ ッセージを参考にして、 設定に関する問題を修復して ください。 ト ラブルシューテ ィ ングに関する情報に

ついては、 第 7 章、「 ト ラブルシューティ ング」 を参照して ください。

発行済み コ ンテンツ  ポー ト レ ッ トの移行パ ッ ケージのイ ンポー ト

! 重要 : こ のパッ ケージをインポート する際は、 Publisher を実行し ておく 必要があり ます。

Publisher 6.2 では、 デフォル ト のポー ト レ ッ ト  テンプレー ト は、 言語のサブフォルダに格納されています (de、
en、 fr など )。 コンテンツ  サーバー 5.0.x からア ップグレード を行った場合、 既存のポー ト レ ッ ト  テンプレー ト は

アップグレード されますが、 適切な言語のサブフォルダに移動されません。 言語フォルダからポー ト レ ッ ト  テンプ

レー ト を使用できる よ う にするには、 published_content_portlets.pte フ ァ イルをインポー トする前に既存のテン

プレー ト を削除する必要があ り ます。

ブランデ ィ ングが含まれていないコンテンツ  サーバー 5.0.x のインス トール システムでは、 6 つのポー ト レ ッ ト  テ
ンプレー ト はすべて  Published Content Portlets フォルダに格納されています。 ブランデ ィ ングが含まれている コ

ンテンツ  サーバー 5.0.x のインス トール システムでは、 Header、 Footer、 および Content Canvas ポー ト レ ッ ト

のテンプレー ト は、 Content Server | Branding フォルダに格納されてお り、 News、 Community Directory、 お

よび Announcement ポー ト レ ッ ト のテンプレー ト は、 Content Server | Published Content Portlets フォルダに

格納されています。

5.0.x のポー ト レ ッ ト  テンプレー ト を削除するには、 次の手順に従います。

1. [ 管理 ] タブで、 Content Server | Published Content Portlet フォルダを選択します。

2. コンテンツ  サーバーの既存のデフォル ト  ポー ト レ ッ ト  テンプレー ト を選択し、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. 必要な場合は、 Content Server | Branding の中のコンテンツ  サーバーのポー ト レ ッ ト  テンプレー ト に対し、

上記の手順を繰 り返します。

発行済みコンテンツ  ポー ト レ ッ ト の移行パッケージをインポー トするには、 次の手順に従います。

1. 管理者ポータルにログインし ます。
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2. [ ユーテ ィ リ テ ィ の選択 ] ド ロ ップダウン  メ ニューから  [ 移行 - インポー ト ] を選択します。

3. [ 参照 ] を ク リ ッ ク し、 <install root>\ptcs\6.2\serverpackages\ にある  published_content_portlets.pte フ ァ

イルを探します。 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

4. [Load Package] を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 終了 ] を ク リ ッ ク し ます。

移行が完了する と、 「Portlet Templates」 とい う名前の新しいフォルダが Publisher エク スプローラに表示されま

す。 このフォルダには、 デフォル ト のポー ト レ ッ ト  テンプレー ト を構成する  Publisher オブジェ ク ト が格納されて

います。 6.0 または 6.1 からアップグレード した場合は、 フォルダ名は 「Portlet Templates (2)」 にな り ます。 古い

「Portlet Templates」 フ ォルダを削除して、 「Portlet Templates (2)」 の新しいオブジェ ク ト に任意のカスタマイズを

適用し直すこ と も可能です。 古い 「Portlet Templates」 内のデフォル ト のテンプレー ト は使用できな く な り ますが、

デフォル ト のテンプレー ト から作成した既存のポー ト レ ッ ト は引き続き使用できます。
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6 コンテンツ  サーバーから  Publisher へ
のアップグレード

この章では、 古いバージ ョ ンのコンテンツ  サーバーから  Publisher 6.2 にアップグレードする方法について説明し

ます。 以下の表は利用できるアップグレード  パス と参考資料の一覧です。

ア ッ プグレー ド手順

プラムツ リー コンテンツ  サーバーから  Plumtree Publisher にアップグレードするには、 次の手順に従います。

1. リ リース  ノー ト を参照し、 この リ リース以前に導入または変更された機能について確認します。

2. インス トールの準備手順が済んでいる こ と を確認します。 詳細については、 第 3 章、「 インスト ールの準備手順」

を参照して ください。

3. インス トール先のマシンにローカル管理者と してログインし ます。 インス トール先と して想定されるのは、 古

いバージ ョ ンのコンテンツ  サーバーをホス トするアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーです。

4. コンテンツ  サーバーをホス トするアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを停止します。 コンテンツ  サーバーを引き続き

古いアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーと同じポー ト で実行する場合は、 古いアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーで使用する

ポー ト を変更してポー ト が衝突しないよ う にして ください。

5. アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーでコンテンツ  サーバー ptcs ウェブ アプ リ ケーシ ョ ンの導入を解除します。

ptcs.xml のバージ ョ ンを元に戻す場合に備え、 ptcs.xml フ ァ イルを削除せずに名前を変更してお く だけでも構

いません。 Tomcat の場合は、 <tomcat home>/webapps フォルダにある  ptcs.xml フ ァ イルの名前を変更しま

す。 Weblogic や Websphere では、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーの管理コンソールを使用して、 「ptcs」 に相当す

る ウ ェブ アプ リ ケーシ ョ ンの名前を変更します。

発行済みコンテンツで古いアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを使用しない場合は、 そのサービスを無効にするか、 ま

たは手動で起動する よ う設定する必要があ り ます。

アッ プグレード  
パス

アッ プグレード の参考資料

5.x ～ 6.1 から  
6.2

6-1 ページの 「ア ップグレード手順」 の手順に従います。

5.x からア ップグレードする場合は、 ポータル データベース内のウ ェブ サービス  
UUID を更新する必要があ り ます。 6-4 ページの 「ポータル データベースのウ ェブ 
サービス  UUID のア ップグレード」 を参照して く ださい。

5.x または 6.0 からア ップグレードする場合は、 6-4 ページの 「コンテンツ  サー

バー 5.x および 6.0 ア ップグレードの追加情報」 を参照して く ださい。

4.x から  6.2 まずコンテンツ  サーバー バージ ョ ン  5.0.2 以上にア ップグレード してから、

Publisher バージ ョ ン  6.2 にア ップグレードする必要があ り ます。 バージ ョ ン  5.x 
の 『プラムツ リー コンテンツ  サーバー用イ ンス トールおよびア ップグレード  ガイ

ド 』 を参照して く ださい。 バージ ョ ン  5.0.4 へのア ップグレード手順に従います。

4.x バージ ョ ンへのア ップグレード後の作業もすべて行います。 5.0.4 バージ ョ ン

でポー ト レ ッ ト が起動する こ と を確認した上で、 6.2 へのア ップグレードに進みま

す。
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6. コンテンツ  サーバーと同じアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーに導入されている発行済みコンテンツを、 新しい 
Publisher アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーまたはワーク フロー アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーに導入したい場合は、 そ

のコンテンツの導入を解除する必要があ り ます。 Tomcat の場合は、 <tomcat home>/webapps フォルダにある  
publishedcontent.xml フ ァ イルを削除します。 Weblogic や Websphere では、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバー管

理コンソールを使用して、 「発行済みコンテンツ」 に相当する ウェブ アプ リ ケーシ ョ ンを削除します。

7. ワーク フロー サービスを停止します。 

8. 既存のポータル サーバー データベース、 コンテンツ  サーバー データベース、 およびワーク フロー データベー

スのバッ クアップを取 り ます。 インス トールを中止した場合のみ復元を行って く ださい。

9. 第 4 章、「 Publisher のインスト ール」 の説明に従って、 Publisher ソ フ ト ウ ェアをインス トールします。 インス

トーラの指示に従いマシンを再起動します。 再起動しないと  PATH 環境変数の変更が反映されず、 アプ リ ケー

シ ョ ンの導入や起動の際にエラーが発生する場合があ り ます。

(UNIX および Linux マシンでは再起動は不要です。 )

注意 : デフォルト の発行済みコ ンテンツの場所と  URL の情報を入力し ますが、 Publisher 6.2 では発行

タ ーゲッ ト およびプレビュー  タ ーゲッ ト はアッ プグレード 時には変更さ れません。 ポート 番号を始めと す

る発行タ ーゲッ ト の変更は、 アッ プグレード が完了し た後に  Publisher エクスプローラを使用し て行いま

す。 発行タ ーゲッ ト を変更する場合は、 既存のコンテンツの再発行も必要になり ます。

10. ワーク フロー データベースをア ップグレード し ます。 次の表で現在の設定を探し、 該当する手順に従います。

コ ンテンツ  サーバー

の設定

ワーク フ ロー  データ ベースのアッ プグレード 手順

コンテンツ  サーバー 
5.x、 6.0、 6.1 でワー

ク フロー データベー

スがない場合

• インス トーラで入力した情報に基づいて、 ワーク フロー データベー

スおよびワーク フロー データベース  ユーザーを作成します。 お使い

のデータベースでのデータベースおよびユーザーの作成方法の詳細
については、 『Plumtree Publisher インス トールおよびアップグレー

ド  ガイ ド』 を参照して く ださい。 

• SQL Query Analyzer または SQL Plus にワーク フロー データベース  
ユーザーと してログインし ます。

o SQL Server の場合 : 
<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\mssql\create_schema.sql ス
ク リ プ ト を実行します。

o Oracle の場合 : 
以下のス ク リ プ ト を実行します。
<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle9.2\create_schema.sql.
または
<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle10\create_schema.sql 
Oracle のバージ ョ ンに応じていずれかを選択して く ださい。

コンテンツ  サーバー 
5.x でワーク フロー 
データベースがある

場合

• お使いのデータベース用の create_schema.sql ス ク リ プ ト を実行し

ます。

• Windows : <install_root>\ptworkflow\6.2\bin\dbupgrade.bat. ス
ク リ プ ト を実行します。

• UNIX および Linux : <install_root>/ptworkflow/6.2/bin/
dbupgrade.sh. ス ク リ プ ト を実行します。
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11. 必要に応じて、 <installation_folder>\ptcs\6.2\settings\config  内の設定ファ イルを編集して設定をカスタマ

イズし ます。

12. 必要に応じて、 <installation_folder>\ common\jre\1.4.2\lib\security に SSL 証明書を復元します。

13. コンテンツ  サーバーのオブジェ ク ト をポータルに登録します。 詳細については、 5-2 ページの 「Publisher 移行

パッ ケージのインポー ト 」 を参照して ください。

14. publisher.pte フ ァ イルをインポー ト した後、 ド キュ メ ン ト  リ ポジ ト リ  サービスおよび検索サービスが起動さ

れている こ と を確認します。 確認できたら  Publisher を起動します。

15. published_content_portlets.pte フ ァ イルをインポー ト し ます。 詳細については、 5-4 ページの 「発行済みコ

ンテンツ  ポー ト レ ッ ト の移行パッケージのインポー ト 」 を参照して く ださい。

16. 6.0 または 6.1 からのアップグレードは以上で完了です。 5.0x からのアップグレードの場合は、 ポータル デー

タベースのウ ェブ サービス  UUID のアップグレード を行います。 詳細については、 6-4 ページの 「ポータル 
データベースのウ ェブ サービス  UUID のアップグレード」 を参照して く ださい。

コンテンツ  サーバー 
6.0.x でワーク フロー 
データベースがある

場合

• Oracle: 以下のス ク リ プ ト を実行します。

<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle9.2\upgrade_schema6.1.
sql
または
<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle10\upgrade_schema6.1.s
ql。 Oracle のバージ ョ ンに応じていずれかを選択して ください。

注意 : SQL Server 用の upgrade_schema6.1.sql ス ク リ プ ト はあ り

ません。

• Oracle および SQL Server : 以下のス ク リ プ ト を実行します。

<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle9.2\upgrade_schema6.2.
sql
または
<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle10\upgrade_schema6.2.s
ql
または
<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle9.2\create_schema.sql
お使いのデータベース  サーバーに応じていずれかを選択して くださ

い。

コンテンツ  サーバー 
6.1.x でワーク フロー 
データベースがある

場合

• Oracle および SQL Server : 以下のス ク リ プ ト を実行します。

<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle9.2\upgrade_schema6.2.
sql
または
<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\oracle10\upgrade_schema6.2.s
ql
または
<install_root>\ptworkflow\6.2\sql\mssql\upgrade_schema6.2.sql
お使いのデータベース  サーバーに応じていずれかを選択して くださ

い。

コ ンテンツ  サーバー

の設定

ワーク フ ロー  データ ベースのアッ プグレード 手順
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注意 : 以前の 5.0.x のインスト ール環境にブランディ ング  リ モート  サーバーが含まれていた場合、 こ のオ

ブジェ ク ト は、 6.2 では使用さ れていないため、 6.0 へのアッ プグレード の完了後、 削除するこ と ができま

す。 削除するには、 管理階層構造で、 Branding フ ォルダを参照し 、 ブランディ ング  リ モート  サーバーを

削除し てく ださ い。

ポー タル  データ ベースのウ ェ ブ  サービス  UUID のア ッ プグレー ド

既存の 5.0.x ポータルおよびコンテンツ  サーバー インス トール システムには、 発行済みコンテンツ  ポー ト レ ッ ト  
テンプレー ト  (News ポー ト レ ッ ト  テンプレー ト等 ) およびブランデ ィ ング ポー ト レ ッ ト  テンプレー ト  (Header/
Footer/Canvas テンプレー ト等 ) に対し異なるウ ェブ サービス  オブジェ ク ト が含まれています。 Publisher 6.2 は、

5 つの異なる ウェブ サービスを  1 つのウ ェブ サービスで置き換える こ とによってシステムを簡略化します。 

5.0x からのアップグレードの最後に、 既存のポー ト レ ッ ト のウ ェブ サービス  UUID が、 新しい Publisher 6.2 の発

行済みコンテンツ用ウ ェブ サービスを指すよ う に設定するス ク リ プ ト をポータル データベースに対して実行する

必要があ り ます。 このス ク リ プ ト は、 Publisher ポー ト レ ッ トおよびワーク フロー ポー ト レ ッ ト 、 およびポー ト

レ ッ ト  テンプレー ト の統合に直接関連するポータル オブジェ ク ト のみに対し影響を もたら し ます。

ウ ェブ サービス  UUID をア ップグレードするには、 次のいずれかのス ク リ プ ト を実行します。

• MS SQL Server ポータル データベースでは、 SQL Query Analyzer にポータル データベース  ユーザーと して

ログインし、 次の SQL ス ク リ プ ト を実行します。

ptcs\6.2\sql\mssql\portal_upgrade_5.0_to_6.0.sql

• Oracle ポータル データベースでは、 Oracle Enterprise Manager にポータル データベース  ユーザーと してログ

インして SQL*Plus を開き、 次の SQL ス ク リ プ ト を実行します。

ptcs\6.2\sql\oracle9.2\portal_upgrade_5.0_to_6.0.sql

コ ンテンツ  サーバー 5.x および 6 .0 ア ッ プグレー ドの追加情報

Publisher 6.2 とバージ ョ ン  6.1 よ り前のコンテンツ  サーバーは、 以下の点で大き く異な り ます。

• 導入の簡略化。 Publisher 6.2 では、 製品の導入設定が大き く変更されています。 Publisher 6.2 をインス トール

する代わ り に、 別のアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーをインス トールし、 そのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーに WAR 
フ ァ イルを導入すれば、 Publisher 6.2 が内蔵されます。 これに HTTP 処理や HTTPS 処理に必要なランタ イム  
コンポーネン ト が含まれているため、 別のアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーは必要な く な り ます。 この変更によ り、

製品のインス トールおよび維持が容易にな り ます。

• Plumtree Publisher サービス。 6.2 をインス トール ( または 6.2 にアップグレード ) する と、 Publisher アプ リ

ケーシ ョ ン と ワーク フロー アプ リ ケーシ ョ ンの両方を、単一のサービス  (UNIX および Linux では daemon) で
起動および停止する こ とが可能にな り ます。 このサービスは、 Windows ではサービス  コン ト ロール マネー

ジャから、 UNIX および Linux ではコマン ド ラ インから制御できます。 以前のバージ ョ ンでは、 コンテンツは

個別のアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーに導入され、 ワーク フローは独立したサービスになっていました。 Publisher 
サービスの起動と停止の詳細については、 5-3 ページの 「Plumtree Publisher およびワーク フローの起動」 を参

照して く ださい。

• 単一のポー ト番号。 6.2 Publisher サービスは、 単一のポー ト番号で実行されます。 以前のバージ ョ ンでは、 コ

ンテンツ  サーバー ウ ェブ アプ リ ケーシ ョ ンを実行するポー ト番号と、 ワーク フロー サーバーを実行するポー
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ト番号が別になっていました。 6.2 Publisher サービス と ワーク フロー サービスには、 ポー ト  7087 を使用する

こ と をお勧めします。 バージ ョ ン  6.2 では、 インス トール後に変更が必要なポー ト番号設定を格納した 
container.conf フ ァ イルが追加されています。
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7 ト ラブルシューテ ィ ング

この章では、 Publisher のインス トール時および導入時の ト ラブルシューテ ィ ングに関する ヒ ン ト を提供します。

この章には次の節が含まれています。

• 7-1 ページの 「ログ  フ ァ イルの参照」

• 7-1 ページの 「データベース設定フ ァ イル」

• 7-2 ページの 「Publisher の再設定」

• 7-2 ページの 「予期せぬ結果の分析」

ログ  フ ァ イルの参照

インス トールに失敗し インス トーラを完了する こ とができない場合は、 インス トーラのエラー メ ッセージの指示に

従ってソ フ ト ウ ェアの依存性に関する問題を修復して ください。 また、 インス トーラによって  4 つの個別のログ  
フ ァ イルがインス トール フォルダ ( た とえば C:\program files\plumtree) に作成されます。 生成される ログ  フ ァ イ

ルは以下のとお り です。

• Plumtree_Publisher_InstallLog.log

• content_register.log

• workflow_register.log

• imageserver_register.log (Image Server のインス トール時のみ )

インス トール後に問題が発生した場合は、 <install_root>\ptcs\6.2\logs\service.log フ ァ イルを参照し、 問題の診

断および修復を行って ください。

また、 Publisher およびワーク フローの診断ページを使って、 インス トールの ト ラブルシューテ ィ ングを行 う こ と

もでき ます。

Publisher 診断ページの場所は次のとお り です。

http://<host>:<port>/ptcs/diagnosticTests.jsp

た とえば次のよ う に指定します。

http://dev01.plumtree.com:7087/ptcs/diagnosticTests.jsp

ワーク フロー診断ページの場所は次のとお り です。
http://<host>:<page>/wfconsole

た とえば次のよ う に指定します。
http://dev01.plumtree.com:7087/wfconsole

データ ベース設定 フ ァ イル

Publisher のインス トーラを実行した際に入力した情報は、 2 つの Publisher データベース設定フ ァ イルに設定され

ています。 インス トール後にデータベースの設定を変更する必要がある場合は、 これらのフ ァ イルを編集する こ と
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ができます。 これらのフ ァ イル名は、 database.content.properties および database.portal.properties で、 次の

ディ レ ク ト リ に格納されています。

<install_root>\plumtree\ptcs\6.2\settings\config\

同様に、 Publisher のインス トーラを実行した際に入力した情報は、 ワーク フロー データベース設定フ ァ イルに設

定されています。 このフ ァ イル (application.conf) は次のディ レ ク ト リ にインス トールされています。

<install_root>\plumtree\ptworkflow\6.2\settings\config

Publisher の再設定

インス トール確認ツールによって設定エラーが通知された場合、 付録 A の設定用ワークシー ト に記録した設定内容

を確認した上で、 インス トーラを再度実行して ください。

予期せぬ結果の分析

下記の表では、 Publisher のインス トール時および導入時に発生する可能性のある予期せぬ結果の症状と解決方法

を説明します。

症状 解決案

Publisher を起動する と、 ポー ト

レ ッ ト にタ イ ムアウ ト が発生してエ

ラーが表示される。 ほ とんどの場合
このエラーは、 Publisher をインス

トールした後初めて起動した際に発

生し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン  サーバー内の Java Server Pages (.jsp ペー

ジ ) が、 Publisher を初めて起動する前にプ リ コンパイルされ

ていなかったこ とが原因です。 
エラーを解決するには、 ページを更新して く ださい。

ネッ ト ワーク共有フォルダにマップ

された ド ラ イブを発行先と してコン
テンツを発行した際にエラーが発生

する。

発行先には、 マップされた ド ラ イブではな く  UNC パスを指

定して く ださい。 詳細については、 ナレ ッ ジベース記事番号 
DA_130773、 「Problem Publishing Content Server Content 
To a Mapped Drive」 を参照して く ださい。

Plumtree Publisher サービスが起動

しない。

Plumtree Publisher が接続し よ う と したポー ト  1098 がすでに

使用されている こ とが考えられます。 ポー ト は、 次の手順で

変更できます。

o <install root>\ptcs\settings\config\container.conf 
をテキス ト  エデ ィ タで開きます。

o plumtree.container.jboss.jndi.rmi.port=1098
の部分を変更して、 未使用のポー ト  ( た とえば 
10098) 指定します。

o Plumtree Publisher サービスを再起動します。
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ポー ト衝突エラー、 ポー ト使用中エ
ラー、 BindException HTTP および HTTPS のポー ト番号は <PT_HOME>/ptcs/

6.2/setttings/config/service.conf に設定されています。

service.conf の http 設定および https 設定を、 利用可能な

ポー ト の値に編集し ます。 設定フ ァ イルの変更を有効にする

には、 サービスを再起動する必要があ り ます。 サービスの
ポー ト番号を変更する場合は、 ポー ト番号を参照している可

能性があるすべてのウ ェブ サービスや リ モー ト  サーバーの設

定についても、 対応する変更が必要ですのでご注意下さい。

メ モ リ消費エラー、 メ モ リ超過エ
ラー サービス  JVM が使用でき る メ モ リ の最大量 (MB) は、

<PT_HOME>/ptcs/6.2/settings/config/service.conf フ ァ イ

ルに設定されている  wrapper.java.maxmemory プロパテ ィで

管理されています。 た と えば、 次の行は最大メ モ リ が 1GB に
設定されている こ と を示し ます。

wrapper.java.maxmemory=1024

この設定は、 Java の実行フ ァ イルによって使用される  -Xmx 
パラ メータに直接対応しています。 ほ とんどの構成では、 設
定フ ァ イルのデフォル ト設定を変更する必要はあ り ません。

大規模な製品構成、 特に専用のホス ト  マシンにサービスをイ

ンス トールしている場合は、 この値をでき るだけ高 く設定す
る必要があ り ます (1024 や 1536 など )。 ただし、 必ずホス ト  
マシンの物理 RAM の容量よ り低い値にしなければな り ませ

ん。 

症状 解決案
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A 導入設定ワークシー ト

コ ンポーネント 設定 独自の設定

Publisher Publisher の URL
Publisher 用の完全修飾ド メ イン名、 ポー ト番号、

および仮想デ ィ レ ク ト リ を設定し ます。 
例 : http://ptcs-host.mycompany.com:7087/ptcs

発行済みコンテンツの URL
コンテンツを発行する先の完全修飾ド メ イン名、
ポー ト番号、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を設定し ま

す。

例 : http://ptcs-host:7087/publishedcontent

発行済みコンテンツのパス

発行されたコンテンツを格納するフォルダへのパ

スを指定し ます。 Publisher にローカルで発行済み

コンテンツを格納しない場合は、 UNC パスを指定

できます。

例 :  
\\<servername>\<sharename>\<directory>

検索インデッ ク ス用の一時デ ィ レ ク ト リ

イ ンデッ ク ス時に使用する一時デ ィ レ ク ト リ を設

定し ます。

例 :  
C:\Program Files\plumtree\ptcs\6.2\tmp

Publisher データ

ベース

SQL Server
データベース  サーバーのホス ト名

例 : dbhost.company.com
データベース  サーバーのポー ト

例 :  1433
データベース名

例 : ptcsdb
データベース  ユーザーおよびパス ワード

例 : plumdbuser / plumtree
Oracle
データベース  サーバーのホス ト名

例 : dbhost.company.com
データベース  サーバーのポー ト

例 :  1521
データベース  SID
例 : ptcsdb
データベース  スキーマ ユーザーおよびパス ワード

例 : plumdbuser / plumtree
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導入設定ワーク シー ト  -  
ワーク フロー ワーク フローの URL
ワーク フロー サービス用の完全修飾ド メ イン名、

ポー ト番号、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を設定し ま
す。

例 : http://ptcs-host:7087/workflow

ワーク フロー デー

タベース

SQL Server
データベース  サーバーのホス ト名

例 : db-host.company.com
データベース  サーバーのポー ト

例 :  1433
データベース名

例 : workflowdb
データベース  ユーザーおよびパス ワード

例 : workflowdbuser
Oracle
データベース  サーバーのホス ト名

例 : db-host.company.com
データベース  サーバーのポー ト

例 :  1521
データベース  SID
例 : workflowdb
データベース  スキーマ ユーザーおよびパス ワード

例 : workflowdbuser

Image Service Image Service フォルダ

ポータルにインス ト ールしたイ メージ  サービスへ

のパスを指定し ます。

例 : C:\Program Files\plumtree
\ptimages

発行ターゲッ ト 発行済みコンテンツのフォルダ と  URL を選択し ま

す。

発行済みコンテンツの URL : http://
<computer_name>:<port>/publishedcontent
Windows の場合の発行済みコンテンツ  フォルダ  : 
C:\Program files\plumtree\ptcs\publishedcontent
UNIX および Linux の場合の発行済みコンテンツ  
フォルダ : /opt/plumtree/ptcs/publishedcontent

Search Service Search Service のホス ト名およびポー ト

ポータル検索サービスの完全修飾ド メ イ ン名およ

びポー ト番号を指定し ます。

ホス ト の例 : searchhost.mycompany.com
ポー ト の例 :  15244

コ ンポーネント 設定 独自の設定
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導入設定ワーク シー ト  -
ポータル 認証 ID およびパス ワード

ポータルが Publisher に接続する際に使用するユー

ザー名とパス ワード を設定し ます。

ポータル データ

ベース

ポータル データベースの下記のプロパテ ィ を指定

し ます。 
SQL Server
データベース  サーバーのホス ト名

例 : db-host.company.com
データベース  サーバーのポー ト

例 :  1433
データベース名

例 : plumdb
データベース  ユーザーおよびパス ワード

例 : plumdbuser
Oracle
データベース  サーバーのホス ト名

例 : db-host.company.com
データベース  サーバーのポー ト

例 :  1521
データベース  SID
例 : PLUM
データベース  スキーマ ユーザーおよびパス ワード

例 : plumdbuser

ド キュ メ ン ト  リ ポ

ジ ト リ  サービス

ド キュ メ ン ト  リ ポジ ト リ  サービスのホス ト名およ

びポー ト

ポータル ド キュ メ ン ト  リ ポジ ト リ  サービスの完全

修飾ド メ イ ン名およびポー ト番号を指定し ます。

ホス ト の例 : doc-repository.mycompany.com
ポー ト の例 :  8020

SMTP サーバー Publisher の管理イベン ト の通知を送信するための 
SMTP ホス ト名および メール ア ド レスを指定し ま

す。

ホス ト の例 :mail.company.com
メール ア ド レスの例 :admin@company.com

コ ンポーネント 設定 独自の設定
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導入設定ワーク シー ト  -  
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ク ラ ス タ リ ング -  個別の発行済み コ ンテン ツを  Publ isher か ら完全設定で導入する手順
B ク ラスタ リング

この章では、 Plumtree Publisher 6.2 がサポー ト している限定的なク ラ ス タ リ ングについて説明します。 ク ラ ス タ

リ ングを行 う こ とで、 発行済みコンテンツの可用性を高める こ とができます。 ク ラ ス ター化された構成をインス

トールするには、 2 台目のマシンにも  Publisher をインス トールする必要があ り ます。 次に、 仮想ホス ト を設定し

て、 ポータルが複数のマシンの発行済みコンテンツ  ウ ェブ サービスにアクセスする よ う にし ます。

次の図に、 可用性の高い発行済みコンテンツ設定の概要を示します。 図 1 では、 複数の IP ア ド レスが、 1 つのマ

シン ド メ イン名にマップされています ( 「pcr.content.host」 が 「仮想ホス ト 」 と して参照されています )。

注意 : Publisher の発行済みコンテンツがまだない場合は、 Publisher の完全インスト ールで  Publisher 
ポート レッ ト を作成し 、 ページに追加し て正し く 表示さ れるかどう か検証するこ と ができます。 こ のポー

ト レッ ト は、 発行済みコ ンテンツ  リ ダイレクタ を設定し た後に、 引き続き発行済みコ ンテンツにアクセス

できるかどう かを検証する際にも使用できます。 

個別の発行済み コ ンテンツを  Publisher から完全設定で導入する手順

発行済みコンテンツの導入をデフォル ト の場所から解除する

1. 発行済みコンテンツの導入をデフォル ト の場所から解除するには、 <plumtree>/ptcs/container/conf/
jboss.web/localhost/publishedcontent.xml を削除します。
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ク ラ ス タ リ ング  -  個別の発行済み コ ンテンツ を  Publ isher  か ら完全設定で導入する手順
2. 発行済みコンテンツを他のウ ェブ サーバーに導入します。

3. Publisher エク スプローラで発行ターゲッ ト を変更します。

2 台目のマシンへの Publisher のインス トール

注意 : これは、 別のマシンへのインス トール手順です。

インス トーラを実行します。 詳細については、 『Plumtree Publisher インス トールおよびアップグレード  ガイ ド』

を参照して ください。 

1. [Configuration Panel] で [Published Content Configuration] を選択します。

2. [Publisher Database and Portal Database] ページでは、 Publisher の完全インス トールの際に入力したものと同

じ、 Publisher とポータル データベースの情報を使用します。 

3. [ 認証情報 ] では、 Publisher の完全インス トールの際に入力したものと同じ認証情報を使用します。

プラムツ リー ポータルの設定

1. 仮想ホス ト を設定します。 仮想ホス ト は、 Publisher の完全インス トールおよび [Published Content 
Configuration] インス トールにマップする必要があ り ます。 DNS サーバーまたはレジス ト リ を使用できます。

詳細については、 プラムツ リー ナレ ッジベースの記事 「10613: INFO: MPPE Load Balancing: Frequently 
Asked Questions (FAQ)」 を参照して ください。

2. 発行済みコンテンツ  ウェブ サービスのポー ト レ ッ ト  URL を変更します。

a. ポータルのホームページで [ 管理 ] をク リ ッ ク し ます。

b. [ 管理オブジェ ク ト  ディ レ ク ト リ ] で Publisher ウ ェブ サービスを作成したフォルダを ク リ ッ ク し ます。 

c. [ 管理 ] ページで発行済みコンテンツ  ウ ェブ サービスを ク リ ッ ク し ます。 
注意 : 「http://」 または 「https://」 で始まる値をテキス ト  ボッ ク スに入力する と、 URL プレフ ィ ッ ク スは

無視されます。

d. [HTTP 設定 ] で仮想ホス トへの完全な URL を入力し、 ポー ト レ ッ ト  URL を変更します。 た とえば、

http://<virtual_host_name>:<virtual_host_port>/ptcs/published_content_redirect.jsp のよ う にし ま

す。

e. Published Content Configuration Publisher を起動します。 
Windows : サービス  コン ト ロール マネージャから、 NT サービスである  Plumtree Content Redirector 
サービスを起動します。 コマン ド ラ インで、 $<install_root>\ptcs\6.2\bin\service.bat start を実行しま

す。

UNIX および Linux : コマン ド ラ インで、 $<install_base>/ptcs/6.2/bin/service.bat start を実行します。

注意 : Published Content Configuration を検証するには、 まず、 http://pcs_host_name>:<port>/ptcs/console/
index.jsp の診断ページを確認します。 すべての値の状態が 「NOT ENABLED」 または 「OK」 と表示されてい

る必要があります。 次に、 発行済みコンテンツ ポートレッ トに引き続きアクセスできるかどうかを確認します。

Publisher の完全設定をシャッ トダウンした場合は、 発行済みコンテンツ ポートレッ トが引き続き表示されるは

ずです。
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C インス トーラの properties フ ァ イル

プラムツ リーのインス トーラに、 properties フ ァ イルを引数と して渡すこ とによって、 ポータルの導入に関する

様々なプロパテ ィ を設定する こ とができます。 これには、 インス トーラが実行されるデ ィ レ ク ト リ にこのフ ァ イル

が存在する必要があ り ます。 ポータルのプロパテ ィ を設定するために properties フ ァ イルを使用しなかった場合、

インス トーラは実行したディ レ ク ト リ に PlumtreePublisher_v6-2.properties とい う フ ァ イルを作成します。 この

フ ァ イルを他のホス ト  コンピュータにコピーし、 それらのコンピュータでインス トーラを実行する際にこのフ ァ イ

ルを使用する こ とができます。 そ うする こ とによって、 フ ァ イルの中のポータル プロパテ ィについて一貫性を確保

する こ とができます。 以下の節では、 これらのプロパテ ィについて説明します。

注意 : properties フ ァ イルはインスト ール時にのみ使用さ れるもので、 Publisher が実行時に使用する設定

には反映さ れません。 Publisher を実行するために、 あるいは保守するためにフ ァ イルを使用する必要は

あり ません。

以下の表では、 properties フ ァ イルの内容の例を示します。

表 C-1 : 

システムの設定 / プロパティ 値の例

PRIMARY_IMAGE_SERVER_URL http://<computer_name>:<port>/imageserver

SEARCH_SERVER_HOST <computer_name>

SEARCH_SERVER_PORT 15244

PUBLISHED_CONTENT_URL http://<computer_name>:<port>/
publishedcontent

PUBLISHED_CONTENT_PATH Windows:C:\Program 
files\plumtree\ptcs\publishedcontent
Solaris:/opt/plumtree/ptcs/publishedcontent

AUTHENTICATION_ID <authenticationid>

AUTHENTICATION_PASSWORD <plumtree>

DOCUMENT_REPOSITORY_HOST <computer_name>

DOCUMENT_REPOSITORY_PORT 8020

PORTAL_DB_HOST <computer_name>

PORTAL_DB_PORT 1433

PORTAL_DB_NAME plumdb

PORTAL_DB_LOGIN plumdbuser

PORTAL_DB_PASSWORD <empty_field>

TEMPLATING_ENGINE_DB_HOST <computer_name>

TEMPLATING_ENGINE_DB_PORT 1433
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イ ンス ト ーラの  proper t ies フ ァ イル  -  
WORKLFOW_DB_HOST <computer_name>

WORKFLOW_DB_PORT 1433

WORKFLOW_DB_NAME workflowdb

WORKFLOW_DB_LOGIN workflowdbuser

WORKFLOW_DB_PASSWORD <empty_field>

表 C-1 : 

システムの設定 / プロパティ 値の例
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